
ハートピア京都
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第48回 腎臓病の総合対策の確立
をめざすシンポジウム



開会挨拶：神田 千秋先生
（京都腎臓病総合対策推進協議会 会長）

会場は満員御礼！











患者様向け レジスタンス運動の動画

聖マリアンナ医科大学病院 リハビリテーションセンター











開催後記

体を動かすと、足の方に血流が取られて、腎臓に回る血液が減るから、
腎臓病の方は、安静にしておきなさい！というのがこれまでの常識でした。
しかし、様々な研究の成果により、適切な方法なら腎臓病の方も運動したほうが、透析になりに
くい、透析になったとしても運動したほうが元気で長生きできるということが分かってきました。

腎臓リハビリテーションは、運動だけでなく、栄養や口腔内ケア、また心のケアも全て包括し
て、腎臓リハビリテーションというそうです。
栄養面では、STOP！とにかくたんぱく制限！、また口腔内ケアの細かなお話しもあり大変勉強に
なりました。

コロナ前から比べても、近年で最も多くご参加頂き、この領域の関心の高さに少々驚きました。
また来年も有意義なシンポジウムを開催できるように準備して参りたいと思います。ご参加頂き
ました皆様、またご協力頂きました講師の皆様には深く感謝申し上げます。

文責：推進協副会長 八田 告
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